
 

 

 

 

 

「置賜地区いじめ防止連絡協議会」では、国立教育政策研究所 中野 澄 総括研究官より、いじめの未然防

止や早期対応に向けた校内体制の在り方等についてご指導いただきました。 

また、「特別支援教育研修会」では、弘前医療福祉大学 小玉 有子 教授より、通常学級に在籍する特別な支

援を必要とする児童生徒の特性の理解と具体的な支援等についてご指導いただきました。 

それぞれの研修会の様子、大切にしていきたいポイントについて紹介します。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめ防止対策推進法を踏まえた生徒指導体制の在り方と 

具体的な取組の方策」 
５／３０ 置賜地区いじめ防止連絡協議会：置賜総合支庁西庁舎 講堂 

 

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター 総括研究官  

中野 澄（きよし）先生をお招きして標記研修会が開催されました。 

講義では、①いじめ防止対策推進法の理解 ②早期対応と未然防止に 

おける対象の違い ③いじめの被害者・加害者には誰でもなりえる  

④不登校における早期対応と未然防止等についてお話し頂きました。特 

に「早期対応と未然防止における対象の違い」についての内容は、各学 

校における様々な取組の改善につながる内容でした。また、いじめ・不登校を減らすためには、「子どもの実

態を踏まえて、日々の取組を学校の基本方針に落とし込む」こと、そして「未然防止の活動のねらいや目標

を全教職員で共有する」こと、「今ある指標を活用して取組の浸透度を計る」ことが大切だと教えて頂きまし 

た。参加者によるグループ演習も行われ、持ち寄った各校の「学校いじめ 

防止基本方針」について、活発な意見交流が行われました。今ある取組は 

早期対応と未然防止のどちらなのか。全教職員でねらいや目標を共有でき 

ているか。取組の浸透度を計るためには何が使え、どのように改善を進め 

ていくことができるか等について、熱心に話し合われ、目の前の児童生徒 

のために機能する方針に変えていこうとする先生方の熱意が伝わる演習に 

なりました。 

 
・「早期対応」と「未然防止」の違いについての話で目から鱗が落ちました。学校におけるほとんどの

取組が早期対応のものであったので、未然防止を取り入れた取組を考え、提案していきたい。 

・「頑張っているけど目立たない子ども」にスポットを当てるという考え方が新鮮でした。一人一人が 

満足感を持てる取組について考えたとき、担任力の向上が不可欠だとも感じました。 

・絆づくりの第一歩は、担任として一人一人の子どもとの信頼関係から。そして集団としての絆づく 

りという流れが良くわかりました。そういう成熟した集団づくりを目指して行きたいと思いました。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一人一人の特性を伸ばす支援のあり方」 
６／２７ 特別支援教育研修会：南陽市赤湯公民館 

 

弘前医療福祉大学の小玉有子先生をお招きして３年目。今年度は、通常学級に在籍する特別な支援を必要と

する児童生徒の特性の理解と具体的な支援について、演習を交えてご講義いただきました。 

 しっかりと子どもに向き合い、一人一人のニーズを把握し、得意なことを見つけ伸ばす支援を考えていくこ

とが大事であることを教えていただきました。また、その子にと 

って必要な力を身に付けるためには、好ましくない行動を止めさ 

せる指導だけでなくそのプロセスを支援していくことが必要であ 

るということを学びました。 

 演習では、参加者の先生方から日頃の悩みを出し合っていただ 

き、解決策を話し合ったり、小玉先生からご助言いただいたりする 

ことで明日に生かせる研修会となりました。 

 

 

 

 

置賜教育事務所では、今年度も教科研究プロジェクトチームを組織し、「『考える力』をはぐくむ教科指導

改善研究会」による研究を進めております。その提案の場として『学習指導研修会』を計画しております。

今年度は４教科（小学校国語・小学校算数・中学校数学・中学校外国語）において授業を公開する予定です。

研修会当日は、文部科学省教科調査官や大学教授等をアドバイザーにお迎えし、参加者の先生方と共に考え

る機会にして参りたいと考えています。（詳細につきましては、後日ご案内します。） 

 

 

 

 

 

期 日 教科及び会場校 アドバイザー 

10／17（月） 
中学校「数学」 市川   啓 氏 

（山形大学准教授） 高畠町立高畠中学校 

10／21（金） 
中学校「外国語」 山口 常夫 氏 

（東北文教大学特任教授） 高畠町立高畠中学校 

10／24（月） 
小学校「算数」 笠井 健一 氏 

（文部科学省教科調査官） 南陽市立宮内小学校 

11／ 4（金） 
小学校「国語」 菊地 とく 氏 

（前東北文教大学准教授） 南陽市立赤湯小学校 

 

 
・子どものマイナス面を見るのではなく、プラス面を見ることが大事だと感じました。できないと

ころに「あれはだめ。これもだめ。」と言うのではなく、できた時を見逃さず、どうしてできたの

か考えて指導に生かしていきたいです。 

・担任の考えや行動がクラスの子どもの姿になることを考えると、毎日教師がその子に接する態度

が大事なのだとわかりました。 

・演習のなかで、日頃の悩みに小玉先生からご助言いただき、大変ありがたかったです。 

 


